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新
学
年
を
迎
え
た
校
庭
に
、
昨
日

入
学
し
た
ば
か
り
の
一
年
生
が
、

わ
あ
ー
つ
と
飛
び
出
し
て
き
た
。

名
前
を
大
き
く
書
い
た
ハ
ン
カ
チ

と
、
黄
色
や
赤
の
リ
ボ
ン
を
胸
に

春
の
陽
を
一
杯
に
受
け
た
こ
ど
も

達
の
笑
顔
は
、
底
抜
け
に
明
る
く

晴
れ
ば
れ
し
い
、戦
後
年
毎
に
回

復
す
る
国
力
を
表
わ
す
か
の
よ
う

に
、入
学
生
の
身
の
ま
わ
り
が
、

体
格
が
、
戦
前
の
そ
れ
に
近
ず
い

て
き
た
。
そ
し
て
今
年
は
、
そ
の

無
邪
気
な
表
情
の
中
に
、
敗
戦
の

暗
い
か
げ
な
ど
は
少
し
も
見
ら
れ

ぬ
ほ
ど
、
豊
か
な
情
操
さ
え
汲
み

と
れ
る
ほ
ど
に
な
つ
た
。

「一
年
生
」
へ
の
ほ
の
か
な
郷
愁

を
、我
が
子
の
姿
の
中
に
感
じ
な

が
ら
、目
を
細
め
て
見
守
る
父
兄

の
視
線
な
ど
に
は
頓
着
な
く
、上

級
生
の
す
べ
つ
た
り
こ
ろ
ん
だ
り

す
る
球
投
げ
の
恰
好
が
、
お
か
し

く
つ
て
た
ま
ら
な
い
と
い
つ
た
笑

顔
の
上
を
、
校
舎
の
グ
ル
リ
に
咲

い
た
桜
の
花
び
ら
が
、
ひ
ら
ひ
ら

と
舞
つ
て
い
た
。

(
写
真
は
梅
島
第
一
小
学
校

分
校
に
て
撮
す
)

(
註
)

本
年
度
の
区
立
小
学
校
入
学
児
童

数
は
六
、九
三
一
名
で
、昨
年
に

く
ら
べ
て
約
一
、七
〇
〇
名
の
増
加

を
示
し
て
い
る
。
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昭和28 年度予算成立 総
額
三
億
六
千
万
円

第
二
回
区
議
会
で
可
決

本
年
第
二
回
足
立
区

議
会
(
定
例
会
)
は

去
る
三
月
二
十
六
、

二
十
七
の
両
日
に
わ

た
り
、総
額
三
億
六

千
万
円
に
の
ぼ
る
昭

和
二
十
八
年
度
予
算

案
を
は
じ
め
、
十
六

議
案
を
上
提
し
て
区

議
会
議
事
堂
で
開
か

れ
た
。
な
お
議
案
は

次
の
通
り
。

第
1
　
寄
附
受
領
に

つ

い
て

区
職
員
共
済
組
合

が
職
員
の
福
利
厚
生
施
設
と
し

て
建
築
し
た
職
員
会
舘
の
寄
附

の
申
出
が
同
組
合
か
ら
あ
つ
た

の
で
こ
れ
を
区
の
財
産
と
し
て

受
領
し
た

第
2
　
区
有
財
産
の
無
償
譲
渡
に

つ
い
て

条
件
附
寄
附
に
よ
り
区
有
財
産

と
し
て
受
領
し
た
第
六
出
張
所

の
検
印
所
を
寄
附
条
件
に
よ
り

地
元
民
に
無
償
払
下
げ
し
た

第
3
　
一
時
借
入
金
借
入
れ
に
つ

い
て

二
十
八
年
度
予
算
執
行
に
当
り

歳
計
金
の
手
持
が
少
な
い
の
で

借
入
れ
る
場
合
の
最
高
限
度
額

を
四
千
万
円
と
定
め
た

第
4
　
東
京
都
足
立
区
立
小
学
校

分
校
設
置
に
つ
い
て

梅
島
第
一
小
学
校
分
校
を
設
置

し
た

第
5
　

東
京
都
足
立
区
立
小
学
校

分
校
廃
止
に
つ
い
て

千
寿
第
五
小
学
校
分
校
を
廃
止

し
た

第
6
　
東
京
都
足
立
区
立
小
学
校

設
置
に
つ
い
て

前
項
の
分
校
を
改
た
め
て
弥
生

小
学
校
(
独
立
校
)
と
し
て
設
置

し
た

第
7
　
東
京
都
足
区
立
中
学
校
設

置
に
つ
い
て

江
南
中
学
校
を
新
設
し
た

第
8
　

東
京
都
足
立
区
営
運
動
場

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

右
条
例
の
第
一
条
に
足
立
区
営

千
住
大
川
町
運
動
場
を
加
え
た

第
9
　

東
京
都
足
立
区
営
学
校
設

備
使
用
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

別
項
の
通
り
使
用
料
が
改
正
し

た
第
1
0
　
東
京
都
足
立
区
立
幼
稚
園

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

別
項
の
通
り
改
正
し
た

第
1
1
　
東
京
都
足
立
区
農
業
委
員

会
委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

右
条
例
第
二
条
中
「
月
額
七
〇

〇
円
「を
「月
額
千
円
」に
改

め
る

第
1
2
　
昭
和
二
十
八
年
度
足
立
区

才
入
才
出
予
算

第
1
3
　昭
和
二
十
八
年
度
足
立
区

質
屋
事
業
才
入
才
出
予
算

第
1
4
　
昭
和
二
十
八
年
度
足
立
区

才
入
才
出
追
加
予
算

第
1
5
　
特
別
区
道
路
線
の
認
定
に

つ
い
て

第
1
6
　寄
附
受
額
に
つ
い
て

区
立
千
寿
第
四
小
学
校
講
堂
建

設
協
賛
会
長
中
村
吉
松
氏
か
ら

同
講
堂
建
設
費
の
一
部
と
し
て

百
二
拾
万
円
の
寄
附
申
請
が
あ

つ
た
の
で
こ
れ
を
受
領
し
た
。

昭
和
二
十
八
年
度
東
京
都
足
立
区

歳
入
歳
出
追
加
予
算

歳
入
の
部

科
目
　

予
算
額

円

都
支
出
金
　
　
　
七
、〇
二
二
、二
九
〇

寄
附
金
　
　
　
　
三
、〇
〇
〇
、〇
〇

〇繰
越
金
　
　
　
七
四
、九
九
〇
、

七
一
一

歳
入
合
計
　
　
八
五
、〇
一
三
、〇
〇
一

歳
出
の
部

料
目
　

予
算
額

円

教
育
費
　
　
　
六
七
、六
七
九
、一
五
一

民
生
事
業
費
　
　
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇

産
業
経
済
費
　
一
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇

選
挙
費
　
　
　
　
一
、三
三
三
、八
五
〇

歳
出
合
計
　
　
八
五
、〇
一
三
、〇
〇
一

昭
和
二
十
八
年
度

東
京
都
足
立
区
歳
入
歳
出
予
算

昭
昭
二
十
八
年
度
に
お
け
る
本

区
予
算
は
、
三
月
二
十
六
日
開

会
の
第
二
回
足
立
区
議
会
定
例
会

に
、
第
二
十
二
号
議
案
と
し
て
提

案
さ
れ
、
審
議
の
の
ち
可
決
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
編

成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
区
の
財

政
需
要
額
及
び
財
政
収
入
額
と
も

に
、
都
に
お
い
て
決
定
を
み
ぬ
た

め
、
多
く
の
懸
案
事
項
及
び
新
規

重
要
事
業
の
完
結
を
目
指
な
が
ら

も
、
そ
の
半
ば
以
上
を
削
減
し
な

け
れ
は
な
ら
な
か
つ
た
こ
と
は
、

遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
都
の
措
置
が

未
決
定
と
は
い
え
、
そ
の
結
果
に

お
い
て
、
余
り
充
分
な
財
源
を
期

待
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、む
し
ろ

昭
和
二
十
七
年
度
財
政
調
整
の
現
況

か
ら
推
察
し
て
、　
収
な
ど
更

に
一
層
の
困
難
を
生
ず
る
で
あ
ろ

う
こ
と
は
、理
明
の
こ
と
で
あ
つ

て
、財
政
難
に
逢
着
す
る
こ
と
も

ま
た
、
疑
い
の
な
い
事
実
な
の
で

あ
り
ま
す
。
(
図
解
(
二
)
参
照
)

こ
の
よ
う
な
事
実
に
対
し
て
は

凡
ゆ
る
努
力
研
鑽
を
傾
注
し
て
、

極
力
打
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
、い
ま
更
言
う
ま
で
も
な

い
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
本
予
算

の
執
行
に
当
つ
て
も
、細
心
こ
の
点

に
留
意
し
、
歳
入
の
増
収
に
努

力
す
る
と
と
も
に
、歳
出
に
お
い

て
は
、
消
耗
的
経
費
を
節
約
し
て

資
源
的
径
費
に
む
け
、最
少
の
径

費
を
も
つ
て
最
大
の
効
果
を
挙
げ

る
べ
く
腐
心
し
、健
全
財
政
の
堅
持

に
努
め
る
方
針
で
あ
り
ま
す
。

区
民
各
位
に
お
い
て
も
、
な
お

一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

歳

入

の

部

科
目
　
　
　
　
本
年
度
予
算
額
　
　
　
　
　
　
前
年
度
予
算
額
　
　
　
　
　
　
此
較
増
(
△
)
減

円

円

円

区
税
　
　
　
　
二
五
六
、三
九
六
、四
三
五
　
二
三
四
、七
四
一
、五
九
〇
　
二
一
、六
五
四
、八
四
五

公
営
企
業
及

財
産
収
入

六
、二
四
三
、八
九
四
　
　
　
九
、一
八
三
、〇
六
五
　
　
　
△
二
、九
三
九
、一
七
一

使
用

料
及

手

数

料

八
、
三
七
四

、一
六
〇
　
　
　

七
、
三
八
六
、
〇
七
八
　
　
　

△

九
八
八
、
〇
八
二

都

支

出

金
　
　

四
、四
五
七
、二
〇
八
　
　
　

九
、〇
八
〇
、七三
四
　
　
　△

四
、六
二
三
、五
二
六

寄
附
金
　
　
　
二
〇
〇
、〇
〇
〇
　
　
　
　
　
三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
　
　
　
△
二
、八
〇
〇
、〇
〇
〇

繰
越
金
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

雑
収
入
　
　
　
一
二
、五
七
八
、六
五
一
　
　
一
八
、〇
六
七
、一
六
九
　
　
△
五
、四
八
八
、五
一
八

財
政
調
整

交

付

金

七
一
、五
三
五
、一
四
六
　
　
三
八
、四
七
一
、二
七
六
　
　
三
三
、〇
六
三
、八
七
〇

歳
入
合
計
　
　
三
五
九
、七
八
五
、四
九
五
　
三
二
三
、五
二
八
、二
九
三
　
三
六
、二
五
七
、二
〇
二

歳

出

の

部

科
目
　
　
　
　
本
年
度
予
算
額
　
　
　
　
　
　
前
年
度
予
算
額
　
　
　
　
　
　
比
較
増
(
△
)
減

円

円

円

議
会
費
　
　
　
二
一
、九
二
二
、一
九
〇
　
　
一
五
、六
三
七
、六
六
〇
　
　
六
、二
八
四
、五
三
〇

区
役
所
費
　
　
一
三
〇
、三
七
六
、七
六
四
　
一
〇
五
、八
七
六
、二
八
五
　
二
四
、五
〇
〇
、四
七
九

土
木
費
　
　
　
二
七
、四
七
五
、七
八
〇
　
　
二
六
、三
九
一
、九
四
九
　
　
一
、〇
八
三
、八
三
一

建
築
事
業
費
　
一
、三
五
四
、七
五
〇
　
　
　
二
、〇
四
二
、九
五
〇
　
　
　
△
六
八
八
、二
〇
〇

教
育
費
　
　
　
一
四
二
、七
四
四
、七
七
六
　
一
二
七
、六
五
三
、四
七
九
　
一
五
、〇
九
一
、二
九
七

民
生
事
業
費
　
三
、二
四
五
、〇
二
六
　
　
　
五
、一
二
〇
、一
三
二
　
　
　
△
一
、八
七
五
、一
〇
六

産
業
経
済
費
　
三
、八
二
七
、七
六
〇
　
　
　
一
九
、〇
五
六
、二
六
七
　
　
△
一
五
、二
二
八
、五
〇
七

選
挙
費
　
　
　
三
、三
九
五
、一
四
六
　
　
　
九
九
九
、七
八
九
　
　
　
　
　
二
、三
九
五
、三
五
七

徴
税
費
　
　
　
一
一
、五
九
三
、二
三
七
　
　
九
、七
四
九
、六
二
四
　
　
　
一
、八
四
三
、六
一
三

財
産
費
　
　
　
一
、一
九
九
、二
五
一
　
　
　
一
、四
六
七
、六
三
六
　
　
　
△
二
六
八
、三
八
五

災
害
復
旧
費
　
六
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
　
　
　
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇

諸
支
出
金
　
　
三
、六
五
〇
、八
一
五
　
　
　
六
、〇
三
二
、五
二
二
　
　
　
△
二
、三
八
一
、七
〇
七

予
備
費
　
　
　
三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
　
　
　
三
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
　
　
　
△
五
〇
〇
、〇
〇
〇

歳
出
合
計
　
　
三
五
九
、七
八
五
、四
九
五
　
三
二
三
、五
二
八
、二
九
三
　
三
六
、二
五
七
、二
〇
二
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総てがあなたの一票から 衆
議
院
議
員
―
―
四
月
十
九
日

参
議
院
議
員
―
―
四
月
二
十
四
日

あ
な
た
の
投
票
所
を

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

衆
参
両
議
院
の
議

員
選
挙
は
、愈
々
旬

日
に
迫
ま
り
ま
し
た
御
自

分
の
投
票
所
は

よ
く
お
わ
か
り
に
な

つ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
交
付
さ
れ
た

入
場
券
に
よ
り
、
も

う
一
度
投
票
所
を
確

め
て
お
い
て
下
さ
い

投
票
所
の
地
区
別
は

次
の
通
り
に
な
つ
て

お
り
ま
す
。

第
一
(
千
寿
第
八
小

学
校
)
千
住
関
屋

町
、
千
住
曙
町
、
千
住
東
町
一

―
四
三
番
地

第
二
(
柳
原
小
学
校
)
柳
原
町

第
三
(
足
立
第
二
簡
易
保
育
所
)

日
の
出
町
一
丁
目
、
日
の
出
町

二
丁
目

第
四
(
千
寿
旭
小
学
校
)
千
住
旭

町
一
三
―
四
六
、
六
五
―
六
九

第
五
(
千
住
第
四
小
学
校
)
千
住

旭
町
一
―
一
二
、
四
七
―
六
四

七
〇
―
八
三

、
千
住
東
町
五
二

―
九
七

第
六
(
千
寿
第
一
小
学
校
)
千
住

三
丁
目
、千
住
四
丁
目
、千
住

五
丁
目

第
七
(
千
寿
小
学
校
)
千
住
仲
町
　

千
住
一
丁
目
、千
住
二
丁
目

第
八
(
千
寿
第
二
小
学
校
)
千
住

橋
戸
町
、
千
住
河
原
町
、
千
住

緑
町
、
千
住
宮
元
町

第
九
(
千
住
第
六
小
学
校
)
千
住

竜
田
町
、千
住
中
居
町

第
十
(
千
寿
第
三
小
学
校
)
千
住

寿
町
、
千
住
大
川
町

第
十
一
(
千
住
カ
フ
ヱ
ー
喫
茶
商

業
協
同
組
合
事
務
所
)
千
住
柳

町
第
十
二
(
第
三
中
学
校
)
千
住
桜

木
町
、
千
住
元
町

第
十
三
(
宮
城
小
学
校
)
小
台
町

南
宮
城
町

第
十
四
(
新
田
小
学
校
)
南
堀
之

内
町
、
新
田
上
町
、
新
田
下
町

南
鹿
浜
町

第
十
五
(
千
寿
第
五
小
学
校
)
千

住
高
砂
町

、
千
住
末
広
町

、
千

住
八
千
代
町
、
千
住
若
松
町

第
十
六
(
都
立
五
反
野
保
育
園
)

五
反
野
南
町
一
、
一
一
六
―
一

一
二
〇
、
一
、
一
二
三
―
一
、

三
五
〇

、
伊
藤
谷
西
町
、
日
の

出
町
三
丁
目
、
五
反
野
南
町
一
、

三
五
三
―
一
、
五
八
〇

第
十
七
(
弘
道
小
学
校
)
五
反
野

南
町
九
〇
五
―
一
、
一
一
五
、

一
、
一
二
一
―
一
、
一
二
二
、

一
、
五
八
一
―
一
、
八
〇
八
、

伊
藤
谷
本
町
、
五
兵
衛
町
、
普

賢
寺
町

第
十
八
(

第
十
一
中
学
枝
)

四
ツ

家
町

、二

ツ
家
町

、
五
反

野
北

町
、
東
栗
原
町
、
東
島
根
町
、
六
町

第
十
九
(
梅
島
第
一
小
学
校
)
島

根
町
、
小
右
衛
門
町
七
三
三
―

七
四
三
を
除
く
、
千
住
栄
町
、

千
住
弥
生
町

第
二
十
(
梅
島
小
学
校
)
梅
島
町

梅
田
町
一
、四
六
五
―
一
、
六

五
九
、
一
、
六
六
四
―
一
、
九

五
九

第
二
十
一
(
梅
島
第
二
小
学
校
)

梅
田
町
一
―
四
四
六
、四
五
八

―
一
、
〇
九
六
、
一
、
一
〇
一

―
一
、
四
六
三
、
小
右
衛
門
町

七
三
三
―
七
四
三

第
二
十
二
(
第
六
中
学
校
)
本
木

町一

丁
目

第
二
十
三
(
関
原
小
学
校
)
本
木

町
二
丁
目

第
二
十
四
(
栗
原
小
学
校
)
栗
原

町
第
二
十
五
(
第
五
中
学
校
)
西
新

井
町

第
二
十
六
(
西
新
井
小
学
校
)
興

野
町

第
二
十
七
(
本
木
小
学
校
)
本
木

町
三
丁
目
、
本
木
町
四
丁
目
、

本
木
町
五
丁
目

第
二
十
八
(
江
北
小
学
校
)
上
沼

田
町
、下
沼
田
町
、北
宮
城
町
　

小
台
大
門
町
、高
野
町

第
二
十
九
(
鹿
浜
小
学
校
)
北
鹿

浜
町
、
加
賀
皿
沼
町
、
谷
在
家

町
、
北
堀
之
内
町

第
三
十
(
舎
人
小
学
校
)
舎
人
町

入
谷
町
、
古
千
谷
町

第
三
十
一
(
伊
興
小
学
校
)
伊
興

町
第
三
十
二
(
淵
江
小
学
校
)
保
木

間
町
、
竹
塚
町
、
六
月
町

第
三
十
三
(
花
畑
小
学
校
)
花
畑

町
、内
匠
本
町
、辰
沼
町
、神

明
町
、六
木
町
、西
加
平
町
、東

加
平
町
、
六
町

第
三
十
四
(
第
十
二
中
学
校
)
佐

野
町
、
大
谷
田
町
一
―
五
一
〇

五
一
五
―
九
八
六

第
三
十
五
(
大
谷
田
小
学
校
)
大

谷
田
町
一
、〇
二
二
―
一
、二

七
四
、一
、二
七
七
―
一
、五

六
二
、長
門
町
一
―
四
八
一

第
三
十
六
(
東
淵
江
小
学
校
)
蒲
原
町
、上
谷
中
町
、下
谷
中
町
　
東

加
平
町
二
四
一
―
五
〇
○
、二
六
六
―
五

三
〇
、北
三
谷
町
　

長
門
町
五
五
六
―
六
四
一
、大
谷
田
町
一
、五
六
八
―
二
、二

八
二

昭
和
二
十
八
年
度
東
京
都
足
立
区

質
屋
事
業
歳
入
歳
出
予
算

歳
入
の
部

科
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

予
算
額
円

事
業
収
入

三
〇
、二
二
九
、八
二
九

歳
入
合
計

三
〇
、二
二
九
、八
二
九

歳
出
の
部

科
目
　
　
　
　
　
　
　
　予
算
額

円

事
業
費

二
九
、九
二
九
、八
二
九

予
備
費

三
〇
〇
、〇
〇
〇

歳
出
合
計

三
〇
、二
二
九
、八
二
九

昭
和
二
十
八
年
度
歳
入
歳
出
子
算
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教
育
行
政
の
充
実
示
す

分
校
も

一

校

新
設
二
校
が
開
校

二
部
授
業
の
解
消
、
通
学
の
便
利

等
に
よ
る
教
育
の
充
実
に
大
き
な

力
を
注
い
で
い
る
区
で
は
、
今
回

更
に
別
項
の
通
り
新
設
学
校
二
、

分
校
一
を
設
置
新
学
期
か
ら
授
業

を
開
始
し
た
。

江
南
中
学
校
　
南
宮
城
町
三
六

区
立
十
六
中
ま
で
は
一
連
の
番
号

に
よ
り
設
置
さ
れ
て
き
た
が
、
学

校
数
の
増
加
に
伴
い
種
々
不
便
が

で
て
き
た
の
で
、
従
来
と
異
つ
た

名
称
を
附
け
た
も
の
で
校
長
に
は

鈴
木
政
雄
氏
が
就
任
し
た
。

教
室
数
―
八
教
室
・
生
徒
数
―
三

八
〇
名

弥
生
小
学
校
　
千
住
弥
生
町
五
一

は
じ
め
千
住
第
五
小
学
校
の
分
校
(

写
真
左
)

と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

通
学
区
域
内
の
児
童
数
の
増
加
に

伴
い
弥
生
小
学
校
と
し
て
独
立
し

た
も
の
で
生
徒
数
五
七
七
名
で
あ

る
　
校
長
―
宮
川
竜
治
・
教
室
数
―

十
教
室
(
写
真
下
)

梅
島
第
―
小
学
校
分
校
　
東
島
根

町
一
八
〇
〇

四
ツ
家
町
―
花
畑
町
、
小
右
衛
門

町
―
東
島
根
町
を
結
ぶ
ア
ス
フ
ア

ル
ト
道
路
が
、
田
園
の
緑
の
中
に

交
叉
す
る
点
に
建
て
ら
れ
た
お
れ

ん
じ
色
の
校
舎
が
同
校
で
あ
る
。

教
室
数
は
六
教
室
、
生
徒
数
二
四

〇
名
、
梅
島
第
一
小
学
校
の
新
井

四
郞
氏
が
主
任
に
就
任
し
た
。

中小企業の発展促さん
都民銀行設置きまる

堤
北
か
ら
埼
玉
、
千
葉
県
に
か
か

る
一
帯
の
農
村
地

帯
を
主
な
対
象
と

し
て
都
心
と
異
な

る
特
殊
な
発
達
を

み
て
き
た
区
内
中

小
企
業
は
、
現
在

城
北
に
お
け
る
最

大
の
商
業
地
帯
を

形
成
し
て
お
り
そ

の
動
き
も
活
溌
で

あ
る
が
、
区
で
は

更
に
こ
れ
ら
中
小

企
業
の
育
成
振
興

を
図
る
た
め
、区
長
が
中
心
と
な

つ
て
区
議
会
及
び
各
関
係
者
と
協

力
昨
年
末
よ
り
、
都
民
銀
行
の
区

内
設
置
に
つ
き
、
関
係
方
面
と
交

渉
を
続
け
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど

そ
の
設
置
が
本
極
り
と
な
り
、
今

月
末
に
は
開
店
の
運
び
に
至
つ
た

場
所
は
千
住
仲
町
一
番
地
で

、
区

内
商
店
街
の
ほ
ゞ
中
心
地
に
位
置

す
る
の
で
利
用
し
易
く
、
区
の
中

小
企
業
者
の
金
融
難
打
開
に
大
き

な
役
目
を
果
た
し
て
く
れ
る
も
の

と
各
方
面
か
ら
期
待

さ
れ
て

い

る
。

学
校
設
備
の

使
用
料
改
正

別
項
の
通
り
去
る
第
二
回
区
議
会

で
学
校
設
備
の
使
用
料
が
次
の
通

り
改
正
さ
れ
た
。
(
　
)
内
は
夜
間
使
用
料
金

〇
雨
天
体
操
場
=
四
百
円
(
六
百
円
)
〇
教
室
=
百
円
(
二
百
円
)

〇
校
庭
=
二
百
円
(
四
百
円
)

な
お
映
画
等
の
た
め
特
別
の
設
備

を
使
用
す
る
と
き
は
そ
れ
ぞ
れ
別

に
実
費
を
徴
収
す
る
、昼
夜
の
別

は
日
没
を
境
と
す
る
。

幼
稚
園
の
入
園
・
保
育
料
も

こ
の
四
月
一
日
か
ら
区
立
幼
稚
園

の
入
園
料
、
保
育
料
が
改
正
さ
れ
た
。
(
　
)
内
は
旧
料
金

入
園
料
=
三
百
円
(
二
百
円
)

保
育
料
=
四
百
円
(
三
百
円
)

区
史
編
さ
ん
着
々
す
す
む

五
月
下
旬
に
史
料
展
開
催

昨
年
十
一
月
か
ら
発
足
し
た
足

立
区
史
編
纂
委
員
会
で
は
、
そ

の
後
古
老
を
囲
む
座
談
会
を
開

催
し
た
り
、
郷
土
史
研
究
家
等

の
協
力
を
得
て
史
実
の
調
査
や

資
料
の
蒐
集
に
努
め
て
い
る
が

更
に
選
挙
そ
の
他
の
事
情
に
よ

り
一
時
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
た
「
足
立
区
史
料
展
」
も

五
月
末
に
開
催
す
べ
く
準
備
を

す
ゝ
め
て
い
る
。

な
ほ
既
報
の
通
り
、戦
災
の
た

め
区
に
あ
つ
た
編
纂
史
料
は
、

そ
の
大
半
が
焼
失
又
は
散
逸
し

て
し
ま
つ
た
ゝ
め
、史
料
展
を

開
く
に
も
こ
れ
か
ら
資
料
を
蒐

集
す
る
の
が
大
仕
事
と
さ
れ
て

お
り
、編
纂
委
員
会
で
は
、些

細
な
史
料
(
古
文
書
、土
器
、

そ
の
他
)
で
も
家
庭
に
あ
る
も

の
は
積
極
的
に
出
品
さ
れ
る
よ
う

区
民
に
の
ぞ
ん
で
い
る

。
写真はへんさん打合会


